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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月10日(2017.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　複数種類のモード演出のうちいずれかのモード演出を実行するモード演出実行手段と、
　所定演出を所定回実行可能な所定演出実行手段と、
　前記所定演出が実行されることを示唆する示唆演出を実行する示唆演出実行手段と
　を備え、
　前記モード演出実行手段は、前記モード演出として、第１モード演出と第２モード演出
とを実行可能であり、
　前記所定演出が実行される前に前記第１モード演出が実行されていた場合には前記第２
モード演出が実行されていた場合よりも、前記所定演出が実行されたときの前記有利状態
となる期待度が高く、
　前記第１モード演出が実行されている場合には、前記第２モード演出が実行されている
場合よりも、前記示唆演出が実行され易い
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　複数種類のモード演出のうちいずれかのモード演出を実行するモード演出実行手段と、
　可変表示を仮停止させた後に可変表示を再度実行する再可変表示を所定回実行可能な再
可変表示演出を実行する再可変表示演出実行手段と、
　前記再可変表示演出が実行されることを示唆する示唆演出を実行する示唆演出実行手段
と
　を備え、
　前記モード演出実行手段は、前記モード演出として、第１モード演出と第２モード演出
とを実行可能であり、
　前記再可変表示演出が実行される前に前記第１モード演出が実行されていた場合には前
記第２モード演出が実行されていた場合よりも、前記再可変表示演出が実行されたときの
前記有利状態となる期待度が高く、
　前記第１モード演出が実行されている場合には、前記第２モード演出が実行されている
場合よりも、前記示唆演出が実行され易い
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　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　上記目的を達成するため、本発明の遊技機は、（１）遊技者にとって有利な有利状態（
例えば、大当り遊技状態等）に制御可能な遊技機（例えば、パチンコ遊技機１等）であっ
て、複数種類のモード演出（例えば、モード演出１やモード演出２等）のうちいずれかの
モード演出を実行するモード演出実行手段（例えば、ステップＳ７０８の処理にて設定し
たモード演出制御パターンに従った演出を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０等）と、所定
演出を所定回実行可能な所定演出実行手段（例えば、ステップＳ７０９の処理にて設定し
た擬似連モード演出制御パターンに従った演出を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０等）と
、前記所定演出が実行されることを示唆する示唆演出を実行する示唆演出実行手段（例え
ば、ステップＳ７１０の処理にて設定した煽り演出制御パターンに従った演出を実行する
演出制御用ＣＰＵ１２０等）とを備え、前記モード演出実行手段は、前記モード演出とし
て、第１モード演出と第２モード演出とを実行可能であり、前記所定演出が実行される前
に前記第１モード演出が実行されていた場合には前記第２モード演出が実行されていた場
合よりも、前記所定演出が実行されたときの前記有利状態となる期待度が高く（例えば、
図２６に示す擬似連モード演出実行判定テーブルの設定によっては、現在のモード演出が
モード演出２である場合よりも、現在のモード演出がモード演出１である方が、擬似連モ
ード演出が実行されたときの特別図柄の可変表示結果が「大当り」となる期待度が高くな
ること等）、前記第１モード演出が実行されている場合には、前記第２モード演出が実行
されている場合よりも、前記示唆演出が実行され易い（例えば、図２８に示す煽り演出実
行判定テーブルの設定によっては、現在のモード演出が「モード演出２」である場合より
も、現在のモード演出が「モード演出１」である方が、煽り演出を実行する旨の判定が高
い割合で成されること等）ことを特徴とする。また、遊技者にとって有利な有利状態に制
御可能な遊技機であって、複数種類のモード演出のうちいずれかのモード演出を実行する
モード演出実行手段と、可変表示を仮停止させた後に可変表示を再度実行する再可変表示
を所定回実行可能な再可変表示演出を実行する再可変表示演出実行手段と、前記再可変表
示演出が実行されることを示唆する示唆演出を実行する示唆演出実行手段とを備え、前記
モード演出実行手段は、前記モード演出として、第１モード演出と第２モード演出とを実
行可能であり、前記再可変表示演出が実行される前に前記第１モード演出が実行されてい
た場合には前記第２モード演出が実行されていた場合よりも、前記再可変表示演出が実行
されたときの前記有利状態となる期待度が高く、前記第１モード演出が実行されている場
合には、前記第２モード演出が実行されている場合よりも、前記示唆演出が実行され易い
ことを特徴とする。
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